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平成30年第４回定例会　議案の概要

第４回定例会
（会期：平成30年11月30日～12月18日）

議決した案件
●条例案…７件　●予算案…７件　●同意案…２件　●決算案…３件　●その他…35件

●請願…２件　●議長発議…１件
（●全会一致可決…49件　●賛成多数可決…６件　●不採択…２件）

Pick Up

小
学
校
の
統
合
を
行
い
ま
す

　

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
小
学
校
の
統
合
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
市
立
志
和
堀
小

学
校
及
び
市
立
河
内
西
小
学
校
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

河
内
西
小
学
校

志
和
堀
小
学
校

◎
委
員
会
で
の
主
な
討
論

Ｑ 　

学
校
統
合
を
行
う
地
域
で
、
今

後
人
口
が
増
加
し
た
場
合
は
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
。

Ａ 　

施
設
の
規
模
に
児
童
生
徒
が
入

り
切
ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
一

時
的
な
対
応
で
あ
れ
ば
仮
設
教
室

を
、
さ
ら
に
長
期
に
わ
た
り
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
在
籍
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
増
築
を
、
そ
れ

で
も
過
大
規
模
校
と
な
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
分
離
と
い
う
こ
と

を
、
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
203
号
〉

西
条
中
央
巡
回
線
に
関
わ
る
請
負

契
約
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た

　

西
条
中
央
巡
回
線
（
寺
家
工
区
）
橋
き
ょ
う
り
ょ
う梁
下
部
工
及
び
雨
水
管か
ん
き
ょ渠
工
事
の
請
負
契

約
に
つ
い
て
、
工
事
の
内
容
の
一
部
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
請
負
契

約
金
額
を
増
額
し
ま
す
。

〈
議
案
第
231
・
232
号
〉

市
内
2
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
指
定
管
理
者

が
決
ま
り
ま
し
た

　

八
本
松
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
黒
瀬
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理
を
行
う
指
定

管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
契
約
変
更
の
内
容

○
変
更
後
の
金
額

　

  

1
億
9
，
0
0
1
万
8
，
4

4
0
円

 

（ 

原
契
約
金
額
か
ら
1
，
2
3

5
万
8
，
4
4
0
円
の
増
額
）

◎
契
約
変
更
の
理
由

○ 

道
路
構
造
物
と
な
る
長
さ
9

ｍ
の
路
側
鋼こ
う
や
い
た

矢
板
を
施
工
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
地
盤
面
よ
り

約
7
ｍ
付
近
に
お
い
て
、
当

初
想
定
し
て
い
た
地
盤
よ
り

も
硬
い
地
盤
が
あ
り
、
鋼
矢

板
の
圧
入
が
不
能
と
な
っ
た

た
め
、
鋼
矢
板
の
圧
入
工
法

を
現
在
の
ウ
ォ
ー
タ
ジ
ェ
ッ

ト
併
用
圧
入
工
法
か
ら
、
岩

盤
で
も
施
工
可
能
な
硬
質
地

盤
ク
リ
ア
工
法
に
変
更
す
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

◎
主
な
内
容

○
八
本
松
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
指
定
管
理
者

　
　

八
本
松
住
民
自
治
協
議
会

・
指
定
期
間

　
　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら

　
　

平
成
36
年
3
月
31
日
ま
で

○
黒
瀬
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
指
定
管
理
者

　
　

  
公
益
財
団
法
人
東
広
島
市
教

育
文
化
振
興
事
業
団

・
指
定
期
間

　
　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら

　
　

平
成
34
年
3
月
31
日
ま
で

八本松市民グラウンド
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
222
号
〉

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
墓
園
と
市
火
葬
場

の
指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
墓
園
及
び
東
広
島
市
火
葬
場
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

〈
議
案
第
241
号
〉

福
富
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
指
定
管
理
者

が
決
ま
り
ま
し
た

　

福
富
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
主
な
内
容

○
指
定
管
理
者

　

  

東
広
島
市
福
富
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
運
営
委
員
会

○
指
定
期
間

　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら

　

平
成
36
年
3
月
31
日
ま
で

○
経
緯

　
  

平
成
30
年
度
末
を
も
っ
て
指
定

期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、10

月
に
開
催
さ
れ
た
、指
定
管
理
者

候
補
者
選
定
審
査
会
の
審
査
を

経
て
、指
定
管
理
者
を
選
定
し
た
。

◎
主
な
内
容

○
指
定
管
理
者

　

  

シ
ナ
ジ
ー
・
五
輪
グ
ル
ー
プ
共

同
企
業
体

○
指
定
期
間

　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら

　

平
成
36
年
3
月
31
日
ま
で

○
選
定
の
経
過

　

  

3
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
1
次

の
書
類
審
査
及
び
2
次
の
指
定
管

理
者
候
補
者
選
定
審
査
会
に
よ
る

公
正
な
審
査
を
経
て
選
定
さ
れ
た
。

　

  

な
お
、審
査
基
準
と
し
て
、市
民

の
平
等
利
用
の
確
保
、施
設
の

性
格
や
目
的
に
合
致
し
た
方
針

が
あ
る
こ
と
、施
設
の
運
営
体

制
や
安
全
管
理
、環
境
、障
害
者

へ
の
配
慮
な
ど
、複
数
の
項
目

を
点
数
化
し
、そ
れ
に
基
づ
き

総
合
的
に
審
査
し
、総
合
得
点

で
最
上
位
の
者
が
選
定
さ
れ
た
。

ひがしひろしま墓園

福富パークゴルフ場
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Select.6

Select.5
〈
議
案
第
249
号
〉

一
般
会
計
予
算
の
補
正
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
一
般
会
計
予
算
に
、
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
災
害
対
応
に

伴
う
事
業
の
縮
小
な
ど
の
た
め
、
4
，
4
6
2
万
1
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

総
額
を
、
872
億
1
，
8
0
2
万
1
千
円
と
す
る
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
請
願
第
2
・
3
号
〉

消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

2
0
1
9
年
10
月
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
、

政
府
に
対
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
が
2
件
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
提
出
者

　

○
請
願
第
2
号

　
　

消
費
税
を
な
く
す
広
島
の
会　

　
　

代
表　

尾
野　

展
昭
氏

　

○
請
願
第
3
号

　
　

新
日
本
婦
人
の
会
東
広
島
支
部

　
　

事
務
局
長　

佐
藤　

み
ち
よ
氏

◎
委
員
会
で
の
自
由
討
議

　

○ 

消
費
税
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ

が
実
施
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
他
の
国
か
ら
非
難

を
受
け
る
状
況
と
な
り
、
経
済

的
な
不
安
要
素
を
も
ち
、
最
終

的
に
は
貧
困
層
を
増
や
し
て
し

◎
主
な
内
容

○ 

市
内
学
校
施
設
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
関
す
る
補
正

　

・
補
正
額

　
　

5
億
2
，
4
9
0
万
円
の
増
額

　

・
内
容

　
　

  

学
校
施
設
に
可
能
な
限
り
早

期
に
、
空
調
機
を
設
置
す
る

た
め
、
小
学
校
8
校
分
と
中

学
校
2
校
分
の
空
調
機
整
備

に
係
る
工
事
請
負
費
と
、
残

り
の
小
中
学
校
へ
の
空
調
機

整
備
に
係
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
係
る

委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
。

ま
う
。
大
き
な
政
策
の
中
で
定

め
ら
れ
た
法
律
で
あ
り
、
し
っ

か
り
と
判
断
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

○ 

国
の
経
済
状
況
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
な
ど
含
め
て
、
消
費
税

増
税
が
抜
本
的
な
解
決
策
で
あ

る
と
は
思
わ
な
い
が
、
広
く
集

め
る
税
と
い
う
こ
と
で
は
正
し

い
方
向
で
あ
る
と
思
う
。
次
の

世
代
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で

日
本
が
生
き
て
い
く
に
は
、
消

費
税
増
税
が
100
％
素
晴
ら
し
い

と
は
思
わ
な
い
が
、
今
の
政
策

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
る
。

エアコン工事請負費と委託料の補正の内訳

内容 金額

小学校　８校分 ３億9,160万円

中学校　２校分 １億3,330万円

計 ５億2,490万円
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議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

議案番号▶ 議
案
第
196
号

議
案
第
197
号

議
案
第
198
号

議
案
第
243
号

議
案
第
247
号

議
案
第
249
号

請
願
第
2
号

請
願
第
3
号会派名 議員名

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

牧尾　良二 議 議 議 議 議 議 議 議

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

鈴木　利宏 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

高 志 会

大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × ○ ○

守 東 会 山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
196
号（
平
成
29
年
度
東
広
島

市
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

①
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策

に
基
金
を
活
用
す
べ
き
。
②
職
員
の

削
減
・
事
業
の
民
営
化
は
貧
困
と
格

差
の
是
正
に
な
ら
な
い
。
③
ま
ち
づ

く
り
が
住
民
合
意
で
進
め
ら
れ
て
い

る
の
か
問
題
で
あ
る
。
④
住
民
負
担

に
つ
な
が
る
国
の
施
策
に
批
判
的
立

場
を
と
る
べ
き
。

● 

議
案
第
197
、198
号（
平
成
29
年
度

東
広
島
市
水
道
事
業
会
計
利
益
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
東
広
島
市
下
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
）

反
対

 
谷　

晴
美
議
員

　

消
費
増
税
で
低
所
得
者
ほ
ど
逆
進

性
が
あ
り
負
担
が
大
き
い
。
独
自
に

対
策
を
講
じ
、
さ
ら
な
る
増
税
案
に

対
し
国
に
反
対
す
べ
き
。

● 

議
案
第
243
号（
特
別
職
の
職

員
等
の
給
与
、旅
費
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員
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こ
れ
ま
で
市
長
は
大
規
模
・
大
事

業
を
進
め
る
一
方
、
来
年
の
消
費
税

増
税
を
見
越
し
て
使
用
料
値
上
げ
を

す
る
な
ど
市
民
生
活
に
犠
牲
を
強
い

て
い
る
。
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な

い
た
め
特
別
職
の
期
末
手
当
100
万
円

余
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成

 

高
橋　

典
弘
議
員

　

民
間
企
業
・
事
業
所
に
お
け
る
好

調
な
給
与
状
況
を
反
映
し
て
民
間
が

公
務
員
を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
人

事
院
に
よ
る
勧
告
が
な
さ
れ
た
も
の

と
認
識
を
し
て
い
る
。
職
員
の
み
な

ら
ず
、
特
別
職
の
職
員
等
に
つ
い
て

も
大
変
効
率
性
を
求
め
ら
れ
る
厳
し

い
状
況
の
中
で
職
務
に
励
ん
で
い
る

わ
け
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は

大
変
士
気
の
上
が
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ひ
い
て
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
福
祉
の
向

上
に
つ
な
が
る
、
そ
う
い
っ
た
観
点

を
鑑
み
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
247
号（
東
広
島
市
立
学
校

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

学
校
の
跡
地
活
用
は
、
7
月
豪
雨

の
教
訓
か
ら
避
難
所
の
確
保
と
リ
ス

ク
分
散
が
問
わ
れ
て
い
る
。
小
学
校

は
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
役
割
を
果

た
す
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
。
多

様
な
意
見
を
聞
い
て
慎
重
に
時
間
を

か
け
て
整
理
す
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成

 

重
光　

秋
治
議
員

　

本
議
案
は
、
小
学
校
の
統
合
を
行

う
た
め
に
条
例
整
理
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
統
合
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

方
々
と
複
数
回
の
説
明
会
等
で
理
解

が
得
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
何
よ
り

も
ま
ず
、
こ
の
地
域
で
育
つ
子
ど
も

た
ち
に
一
日
も
早
い
教
育
環
境
を
提

供
す
る
た
め
に
、
速
や
か
に
条
例
改

正
の
事
務
処
理
が
行
わ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
な
お
、
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
本
議
案
と
は
別
課
題
で
あ
る
。

● 

議
案
第
249
号（
平
成
30
年
度
東
広

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

①
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
に
つ
い
て
、

残
750
教
室
は
計
画
を
前
倒
し
し
て
で

も
子
ど
も
全
員
に
税
の
恩
恵
が
渡
る

よ
う
酷
暑
対
策
、
災
害
対
応
を
優
先

す
る
べ
き
。
②
保
育
所
の
民
営
化
に

つ
い
て
は
、
給
食
費
が
保
護
者
負
担

と
な
る
。
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
は
さ
ら

に
待
機
児
童
を
生
む
こ
と
に
も
な
る
。

公
立
を
残
し
つ
つ
、
認
可
保
育
所
を

ふ
や
す
よ
う
に
計
画
を
見
直
す
べ
き
。

③
小
中
一
貫
校
事
業
化
案
は
、
小
・

中
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
運
営

を
し
て
35
人
学
級
、
特
別
支
援
学
級

の
単
式
化
を
進
め
る
べ
き
。

● 

請
願
第
2
、3
号（
国
に
対
し「
消
費

税
率
引
き
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
、国
に
対

し「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
）

賛
成

 

谷　

晴
美
議
員

　

今
回
2
％
の
増
税
は
、
1
世
帯
当

た
り
年
8
万
円
の
負
担
増
で
あ
る
。

一
番
の
景
気
対
策
は
、
増
税
を
中
止

し
、
社
会
保
障
の
財
源
は
無
駄
な
予

算
を
切
り
詰
め
た
り
、
空
前
の
利
益

を
上
げ
て
い
る
大
企
業
や
富
裕
層
に

こ
そ
応
能
負
担
を
求
め
る
べ
き
。

反
対

 
高
橋　

典
弘
議
員

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
法
案
で

定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
税
の
公

平
性
を
鑑
み
た
場
合
、
消
費
税
で
の

対
応
が
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、

社
会
保
障
財
源
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

大
企
業
や
稼
い
だ
者
か
ら
金
を
と
れ

ば
よ
い
と
い
う
経
済
活
動
を
制
限
す

る
よ
う
な
発
想
は
経
済
の
低
迷
を
招

き
、
社
会
保
障
費
の
確
保
ど
こ
ろ
か

多
く
の
貧
困
者
を
出
し
、
資
本
主
義

社
会
で
は
成
り
立
た
な
い
。

反
対

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

消
費
税
増
税
に
は
反
対
で
あ
る
。

過
去
20
年
間
の
世
界
の
成
長
率
ラ
ン

キ
ン
グ
に
お
い
て
、日
本
は
最
下
位

の
マ
イ
ナ
ス
20
％
で
、こ
れ
は
経
済
・

税
制
の
失
敗
を
表
し
て
い
る
。消
費

税
は
社
会
保
障
で
は
な
く
大
企
業
の

法
人
税
減
税
に
回
さ
れ
て
い
る
の
が

現
実
だ
。消
費
税
は
廃
止
し
て
、経
済

成
長
の
原
動
力
で
あ
る
内
需
を
拡
大

す
べ
き
で
あ
る
。し
か
し
、請
願
に
は

反
対
で
あ
る
。意
見
書
の
提
出
は
議

会
構
成
員
の
ほ
ぼ
全
員
の
同
意
が
必

要
で
あ
り
、多
数
決
で
決
ま
る
請
願

と
い
う
手
法
に
は
馴
染
ま
な
い
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
242
号（
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
人

事
院
勧
告
に
上
乗
せ
す
る
と

い
っ
た
対
応
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

人
事
委
員
会
を
持
つ
自
治

体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
勧
告
に

従
っ
て
決
定
し
て
い
る
が
、
本
市
の

よ
う
に
人
事
委
員
会
を
持
た
な
い
自

治
体
に
お
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
の

制
度
に
基
づ
い
て
そ
れ
に
準
拠
し
て

い
る
。

● 

議
案
第
249
号（
平
成
30
年
度
東
広
島

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
））

　
　
　
　

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業

は
災
害
復
旧
後
に
行
う
の
か
、

来
年
度
以
降
同
時
に
進
め
て
い
く
の

か
。 QＡQ

　
　
　
　

原
則
と
し
て
災
害
復
旧
の

ほ
う
を
優
先
す
る
が
、
日
常

生
活
へ
の
支
障
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

可
能
な
も
の
は
次
年
度
以
降
継
続
し

て
取
り
組
む
。

　
　
　
　

災
害
復
旧
の
た
め
の
国
庫

支
出
金
は
ま
と
ま
っ
た
も
の

か
、
1
年
ご
と
に
事
業
ベ
ー
ス
で

入
っ
て
く
る
も
の
か
。

　
　
　
　

単
年
度
で
、
事
業
費
ベ
ー

ス
で
入
っ
て
く
る
も
の
で
あ

る
。 ＡQＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
223
号（
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て（
福
祉
セ
ン
タ
ー
））

　
　
　
　

下
見
福
祉
会
館
に
つ
い
て
、

施
設
の
耐
震
化
は
済
ん
で
い

る
の
か
。

　
　
　
　

す
で
に
耐
震
化
を
済
ま
せ

て
い
る
。

● 

議
案
第
253
号
（
平
成
30
年
度
東
広

島
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
））

　
　
　
　

第
1
号
被
保
険
者
保
険
料

還
付
加
算
金
の
補
正
を
、
こ

の
時
期
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　

還
付
加
算
金
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
補
正
を
行
っ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
例
年
は
還
付
者
が
30
人

QＡQＡ

前
後
の
と
こ
ろ
、
今
年
度
に
つ
い
て

は
既
に
90
人
前
後
に
な
っ
て
お
り
、

当
初
の
見
込
み
を
大
き
く
上
回
っ
た

た
め
、
補
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
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市
民
経
済
委
員
会

● 
議
案
第
217
号
〜
221
号（
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
東
広
島
市

寺
西
地
域
セ
ン
タ
ー
、東
広
島
市
御
薗
宇

地
域
セ
ン
タ
ー
、東
広
島
市
高
美
が
丘
地

域
セ
ン
タ
ー
、東
広
島
市
河
戸
地
域
セ
ン

タ
ー
、東
広
島
市
小
田
地
域
セ
ン
タ
ー
））

　
　
　
　

河
内
西
小
学
校
廃
止
後
の

校
舎
活
用
に
つ
い
て
は
、
ど

の
程
度
協
議
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　

河
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
は
建

物
も
古
く
、
建
て
替
え
等
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
現
在
、
河
内
西
小
学
校

の
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
地
域

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
用
も
含
め
て

関
係
部
局
と
協
議
し
て
い
る
が
、
具

体
化
さ
れ
て
い
な
い
。

QＡ

● 

議
案
第
222
号（
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
ひ
が
し
ひ

ろ
し
ま
墓
園
、東
広
島
市
火
葬
場
））

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
選
定
内
容

の
詳
細
は
。

　
　
　
　

選
定
審
査
会
に
お
い
て
は
、

最
後
の
お
別
れ
の
場
と
し
て

遺
族
や
親
族
、
参
列
者
等
に
対
し
、

適
切
な
対
応
・
接
遇
が
で
き
る
か
ど

う
か
。
団
体
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
・

応
援
体
制
、
ま
た
関
係
事
業
者
に
よ

る
支
援
は
ど
う
か
。
障
害
者
の
雇
用

や
地
元
へ
の
貢
献
は
ど
う
か
。
高
齢

者
や
体
の
不
自
由
な
方
・
乳
幼
児
へ

の
配
慮
は
ど
う
か
と
い
っ
た
点
な
ど

に
つ
い
て
、
提
案
内
容
、
ま
た
応
募

団
体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
基
づ
き
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

審
査
会
に
お
い
て
よ
り
高
い
評
価
と

な
っ
た
の
が
「
シ
ナ
ジ
ー
・
五
輪
グ

ル
ー
プ
共
同
企
業
体
」
で
あ
る
。

　
　
　
　

墓
園
管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
こ
ま
で
の
業
務
を
指
定
管

理
者
に
任
せ
る
の
か
。

QＡQ

　
　
　
　

主
に
維
持
管
理
業
務
、
墓

地
の
案
内
業
務
、
貸
付
希
望

者
へ
の
対
応
等
で
あ
り
、
ま
た
、
市

役
所
閉
庁
日
に
お
い
て
墓
地
の
販
売

窓
口
を
担
っ
て
い
た
だ
く
。
な
お
、

許
認
可
業
務
や
大
規
模
修
繕
等
は
市

で
行
う
。建

設
委
員
会

● 

議
案
第
229
号（
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て（
市
営
住
宅
60
施
設
、東

広
島
市
西
条
駅
前
地
区
再
開
発
住
宅
））

　
　
　
　

指
定
管
理
料
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　

5
年
間
で
総
額
3
億
8
，

0
9
7
万
7
千
円
、
年
間
で

は
7
，
6
1
9
万
5
千
400
円
で
あ
る
。

前
回
か
ら
の
増
額
金
額
は
、
5
年
間

で
総
額
840
万
5
千
円
、
年
間
で
は
168

万
1
千
円
で
あ
る
。

● 
議
案
第
230
号
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て（
憩
い
の
森
公
園
）

　
　
　
　

指
定
管
理
料
は
い
く
ら
か
。

ＡQＡQ

　
　
　
　

5
年
間
で
総
額
2
億
2
千

万
円
、
年
間
で
は
4
，
4
0

0
万
円
で
あ
る
。
前
回
は
5
年
間
で

総
額
1
億
9
，
9
8
0
万
円
、
年
間

で
は
3
，
9
9
6
万
円
で
あ
る
。

Ａ掲
載
記
事
内
容
の

お
詫
び
に
つ
い
て

　

市
議
会
だ
よ
り
179
号
の
裏
表
紙
に

本
宮
八
幡
神
社
は
、「
東
広
島
市
内

の
神
社
建
築
物
の
中
で
最
も
古
い
」

と
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
最
も
古

い
神
社
建
築
物
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

る
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

憩いの森公園

河戸地域センター


